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実　績 0千円 0千円 358千円

成果目標
（指標）

及び進捗状況

開発した加工品の販売額

目　標 3,000千円 5,000千円

進
捗
状
況
説
明

　平成25年度にぶなしめじと野菜とパプリカを使ったピクルスと、ごはんと混ぜて利用するきのこパエリアの素のレシピを作成した。平成２
６年度は加工品として使うぶなしめじの原料が確保できず販売できなかったことから、平成２８年度段階において、平成25年度に開発し
たレシピによる商品の販売には至れていない。平成28年度からは、加工品で使う原料を確保することができるようになったことから、加工
業者へレシピを開示し、商品販売に向けて調整を進めている。
　今後も町産ぶなしめじの消費拡大に向けて、当該業務委託で開発された2品目のみならず、当該レシピ作成で得たノウハウによる開発
スキームと流通態勢を活用し、独自の商品開発も進めていく。なお、そうした独自の商品開発の中で加工品として販売に至った例として
は、金武町産ぶなしめじを使ったカレーが現在販売されている。

目標値
（ 28年度）

ぶなしめじ加工品開発数

目　標 2種類

実　績 2種類

H28成果目標（指標）
基準値

（24年度）
25年度

（１－①）
26年度

（１－①）
27年度

（１－①）

目　標

実　績

予算の状況の説明
　不用額が240千円発生しているが、入札残によるものであり、当初計画していいた事業内容は全て実施したほか、活動
目標、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考えている。

活動目標
（指標）

及び達成状況

H28活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度
26年度

（１－①）
27年度

（１－①）

ぶなしめじ加工品開発の実施

目　標 2種類

実　績 2種類

達
成
状
況
説
明

　加工品開発を2種類実施し、目標を達成した。

執行率（％）(B/A) 97.6%

次年度繰越額

うち交付金充当額 7,807

B．執行済額 9,759

10,000

A．計(b+d) 10,000

(d)前年度繰越額 0

(a)当初予算額 10,000

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

　24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

予
算
の
状
況

(c)増減額(b-a) 0

(b)予算現額

産業振興課
事業実施

（予定）年度
平成２５年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(6)

事業内容

　付加価値向上と販路拡大により、林業及び商工業の振興を図るため、町内で年間約260トン生産される「ぶなしめじ」の加工品開発を行う。

市町村名 金武町

平成２５年度沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

１－① ぶなしめじ６次産業化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－イ

亜熱帯性気候等を生かした農林
水産業の振興

担当部課名
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金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○委託事業者は、指名競争入札により実施しており、妥当で
あったと考えている。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

9,759 9,759 7,807 1,952

今後の取り組み方針

　加工品として、金武町産ぶなしめじを使ったカレーは平成28年度から販売しているところであるが、当事業で開発したレシピ以外での金武町産ぶなしめじの六次
産業化についても引き続き取り組む。また、平成２５年度に当事業で開発した加工品レシピについても加工業者へ開示し、商品化に向けて調整を進めているとこ
ろであるが引き続き調整に取り組んでいく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　加工品の原料となるぶなしめじは第3セクターである(株)きのこセンター金武が
生産しており、加工品の製造・販売も(株)きのこセンター金武が行う予定であっ
た。
　(株)きのこセンター金武は、平成24年度まで生産したぶなしめじを全量買取で
委託販売会社と契約を行っていた。しかし、平成24年度より委託販売会社が買
取量を減らしたため経営が悪化したことを受け、平成25年度のなかばより、経営
の安定化を図るため委託販売会社との契約を打ち切り、自社販売へと営業体制
を切り換えた。そのため、自社で量販店と契約し生産したぶなしめじの販売を行
う体制となったが、量販店との契約数を増やし、生産したぶなしめじを販売するこ
とに集中せざるをえない状況となったことから、商品としてのぶなしめじそのもの
の安定的な確保が必要となり、加工品として使用するための原料の確保までは
いたらず、加工品の製造・販売まで至らなかった。こうした状況を受け、平成26年
度に(株)きのこセンター金武で生産するぶなしめじの苗床の増設を行い、平成28
年度より年間生産量を276ｔに増やすことができるようになった。また、量販店との
契約数も増えてきており、生産物の販売も順調に行えており経営の安定化が図
られている。

　経営の安定化および原料の安定的確保が可能な見通しとなったことから、
平成25年度に開発した２レシピをはじめとする本町で開発した加工品につい
て、製造・販売に向けて取り組むことで、より一層本町産ぶなしめじの消費拡
大に向けて取り組んでいけるのではないかと考えられる。
　現在の加工品として活用可能なぶなしめじの量等を勘案しながら、平成25
年度の商品開発で得たノウハウ等を活用し、本町で開発したレシピを積極的
に加工業者へ開示するなどの手法も含めて行っていくことで、民間資本との
連携も含め、特産品の製造・販売へ向けて取り組んでいけるのではないかと
考えられる。

金武町

９，７５９千円

委託料

９，７５９千円

株式会社 オーダック

９，７５９千円

加工品開発業務委託


